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◇ 野球から世界を識る ◇ 

           多田 健（S63 年卒） 

１ 現在の仕事 

現在私は、日本の企業の輸

出・海外投資をファイナンスで

支援する、国際協力銀行（JBIC）

メキシコシティ事務所で首席駐

在員の職にあります。メキシコ

以外では、中米、キューバも管

轄となります。留学、最初の駐

在員、本店での担当、今回の駐在（2014 年 10 月～

現在）で、合計約 10 年に亘りメキシコと関わって

きております。その間に、ブラジル、アルゼンチン

等も担当しました。また、ロシアのサハリンⅡプロ

ジェクトを担当し、プーチンの影を感じつつ電話を

盗聴されながら業務を進めたこともありました（こ

のあたりのことは、黒木亮のビジネス小説「エネル

ギー」をご覧ください。私も出てきます）。 

元々、メキシコでの日本企業の進出は、1960 年

代から電力セクターが中心でした。日立、三菱重工、

東芝といった日本メーカーは、発電機、タービン等

の機器をメキシコ国営電力会社に多数納入し、80

年代にはメキシコ全体の発電容量の 70％は日本メ

ーカーによるものでありましたし、JBIC がファイ

ナンスでサポートしてきました。日立市の工場で製

造された発電関連機器も多数納入されております。 

現在のメキシコは、世界最大のマーケットであ

るアメリカをターゲットにした自動車セクターの進

出が非常に盛んで、日産、マツダ、ホンダ、トヨタ

がここ数年で進出、進出決定をしております。それ

に伴い、部品等のサプライヤーも数多く進出してお

り、常陸大宮市に主力工場を持つ大川精螺もメキシ

コに工場進出しており、その為の資金を三の丸倶楽

部の鬼沢会長が頭取を務めた常陽銀行と協力して

JBIC もファイナンスしております。 

石油セクターでは、鉱区権益を 80 年振りに外資に

開放し、これに日本企業も関心を示しており、年末

には落札者が決定します。原油の日本への輸出も再

開されており、JBIC もメキシコ政府、国営石油会

社に働きかけを実施しております。 

 中米パナマでは、６月の末に JBIC が融資する、

パナマ運河拡張プロジェクトの開通式が実施されま

した。バレラ大統領の招待で、開通式典にも参加し

ましたが、案件発掘、融資承諾、完工迄約 16 年に

亘り関わってきたもので、思い出深いものとなりま

した。 

 

２ 現役時代の思い出 

3 年生の春季大会でベスト 16 が最高でした。

準々決勝で佐竹高校に負けたのですが、勝っていれ

ばベスト８で常総学院と当たることとなっておりま

した。佐竹高校の当時の監督は、後に水戸商、水城

高校で甲子園に出場した故橋本監督であったことは

後々知ったことでした。その夏の茨城大会は二回戦

で藤代高校に９回逆転を許し負けてしまいました。

ちょうど私たちが３年生のときは、常総学院が初め

て甲子園に出場し、準優勝した年でもありました。

直後の夏の甲子園で準優勝したので何とか試合をし

たかったなと、今でも思います。 

私たちの時代は、橋本県知事と同級生の故田山監

督でしたが、部員数も１学年 10 人程度であったこ

ともあり、厳しい中にも非常に愛情を持って接して

くれたと思います。人生の師として様々なことを相

談したかったですが、残念ながら私の最初のメキシ

コ駐在中に他界されました。 

 

３ メキシコの野球事情 

野球の母国アメリカに陸続きで接していること

もあり、メキシコも野球は盛んです。TV ではメジ

ャーリーグの中継と同時にメキシカンリーグ中継が

毎晩あります。メキシカンリーグは、全国に 16 チ

ームあり、メジャーリーグからは正式に３A として

認定されており、多くの選手がメジャーリーグを目
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指しプレーしております。そのため、日本のプロ野

球ほど労働条件は恵まれておらず、宿泊と食事が保

証されている以外は、出場・活躍次第の歩合制とな

っております。野球はメジャーの野球がそのまま入

ってきており、豪快な打ち勝つ野球が主体の野球で

す。守備はエラーもでますが、肩が非常に強く、バ

ッティングは豪快でホームランが数多くでるのが特

徴です。メキシコ人のみならず、ベネズエラ、キュ

ーバ、ドミニカ等の選手も数多く参加しており、メ

ジャー落ちの選手もちらほら見かけます。 

アマチュアをみてみると、大体地域のクラブチ

ーム（リーグ）に入ってプレーするのが通常です。

メキシコシティにも７つのリーグがあり、その中で、

年代別に、7 才から 21 才迄のカテゴリーに分かれ、

複数のチームを編成して活動しております。サッカ

ーに比べると道具にお金もかかるし（約年間５万円

の会費）、メキシコでは野球はサッカーに比し少々

生活レベルの高い人がやるスポーツのように見えま

す。リーグのグランドは、内外野が芝で、手入れも

住み込みのグランドキーパーが行っており、選手は

グランド整備をしません。そのせいか、グランドに

ペットボトル等のゴミが散乱していることも多く、

水戸一高野球部 OB としては、受け入れ難い状況で、

道具に対しても、雑な扱いで、バット、ヘルメット

は投げつけるは、見るに堪えないこともあります。 

 

４ 後輩部員へのメッセージ 

少々大げさに言えば、現在の自分があるのは水

戸一高野球部に居たからにほかなりません。 

 全国の他の高校の野球部のことを聞くと、水戸一

高野球部は、全国的にも非常に素晴らしい野球部で

あることに気が付きます。歴史、伝統、品格、指導、

知名度、周囲の期待、

組織力、総合的にみ

て他校で勝るところ

はありません。ここ

でプレーできること

に、喜びと誇りを持

って過ごして欲しい

と思います。 

高校野球ができる時間は非常に限られておりま

す。実質2 年4ケ月程度であり、人生全体のなかで

は非常に短い期間です。しかしながら、非常に価値

ある時間です。その時間のなかでは様々なことがあ

ると思いますが、悩み、苦しみ、喜び、そしてそれ

を分かち合って貰いたい。この短い時間に悔いを残

さないで貰いたいと思います。試合の結果ではなく、

それに至るプロセスにおいて後悔しないように取り

組んで貰いたいと思います。 

 

◇ 大空からのエール ◇ 

小室 翔太（H17 年卒） 

この度は、メッセージの

依頼を受けまして、当時を振

り返り、現在の仕事にも活き

た経験について少し書かせて

いただきます。 

私の略歴を紹介いたしま

すと、筑波大学工学システム

学類に進学し、同大学院を卒

業。全日本空輸に入社し、約

4 年間の訓練を経て、B777

（ボーイングトリプルセブ

ン）の副操縦士として飛行機

の操縦をしています。B777

は長距離路線の主力機であり、

現在は国内線とワシントンを始めとした北米の国際

線を担当しています。今後はアジア、ヨーロッパの

路線資格を取り、運航できる路線を拡大していくこ

ととなります。 

さて、当時を振り返りますと、目標の甲子園に

は至りませんでしたが、春夏ともにベスト 16 とい

う成績でした。格上相手にも、相手を分析しチーム

力で戦うことにより勝利したときの事は今でも忘れ

ません。また、関西遠征など OB・OG はじめ、父母

の方々にも支えられ充実した環境の中で野球が出来

ました。自身の事を思うと、なかなか結果に結びつ

かず、悩むことが多かったです。 

3 年生になり、自分の練習だけでなくチームのた

めに行動する時間も多くなりました。それがチーム

の成績に繋がると思ったからです。当時は悔しい気

持ちと、結果が出せず半ばあきらめたような気持ち

も正直ありました。ところが、そのように自分の練

習以外の事にも目を向けていると、意図せず自身の

調子が良くなっていったことを覚えています。この

経験は今でも活きています。 

入社の際に言われた印象的な言葉があります。

「同期に競争はなく、必要なことは協力」。訓練で

は約1割が不適格となり、パイロットの道が絶たれ

てしまいます。過酷な訓練の中、落ちるかもしれな

い恐怖を抱え、協力し合うことは簡単なことではあ

りません。しかし、この時も一人で勉強するよりも、

同期と話し合う時間が多い方が訓練も上手くいきま

した。 

チーム、個々の力を最大限に引き出すためには

「持てるリソースを惜しみなく提供し、相手のリソ

ースも活用する」ことが、重要なのだと今になって

思います。言葉にしたら当たり前の事のようですが、

仲間のために行動することは、決して犠牲や見返り



三の丸倶楽部会報「入魂」第 17号 3 

を求めることではなく、結果として自身含めチーム

が成長するために最も必要なことなのだと思いま

す。 

最後になりましたが、今でも夏が来るたびに現

役野球部員の結果を楽しみにしています。きっと多

くの OB・OG の方々もそうだと思います。何年経過

しても応援したくなる野球部の魅力は、現役の皆さ

んの直向な姿があるからこそです。今後の活躍を期

待しています。

◇ 異分野を目指した契機 ◇ 

橋本 大輔（H23 年卒） 

 私は東京芸術大学大学院に

在学中で、油彩によるリアリ

ズム絵画表現を専門とし、理

論研究・実技制作の双方を行

っています。また、現在独立

美術協会準会員であり、昨年

の第 83 回独立展では大賞で

ある独立賞を受賞しました。その他各種コンクール

に出品しています。昨年の第 17 回雪梁舎フィレン

ツェ大賞展では、フィレンツェ美術アカデミア賞を

受賞し、副賞で一か月のフィレンツェ研修の機会を

得、今年2 月から3 月にかけてイタリアに滞在しま

した。 

 イタリア滞在時には、美術アカデミアの授業に実

際に出席し、実技制作や講義の聴講を行いました。

また、2 月末の修了作品・論文発表会の時期と重な

ったため、そちらも見学させていただくことができ

ました。アカデミアの授業が無い時には、フィレン

ツェ市内の美術館や建造物を自由に見学することが

でき、フィレンツェ以外にもローマ、ヴェネツィア、

ミラノ等のイタリア国内の他の都市や、パリ、ゲン

ト等の国外の都市にも足を延ばし、様々な作品に直

に触れることで大いに刺激を受け、作家として大変

有意義な経験を積むことができました。 

 私が画家を志望した動機は、大きくは2つありま

す。まず、私は絵を描くことが好きであり、見るこ

と－描くことを生涯追及することで、自身の生きる

世界をより深く知覚したいという意志があったこと

です。次に、水戸一校野球部での経験と出会いがそ

の想いを後押ししてくれたことです。当時の中山監

督のもと、チーム一丸となって、自身のやるべきこ

とを「尋常でなく」「徹底」し、「渾身・渾心」の取

り組みをするという姿勢は、私にとってそのまま芸

術への志向につながるものでした。また、野球部顧

問であり美術教員、作家である町田博文先生にご指

導をいただけたということが私の基盤になっており、

大変有り難いことでした。野球部関係者の皆様には

この場を借りてお礼を申し上げます。 

 芸術の分野 

では、「続け 

ることが大切 

だ」と言われ 

ます。作品を 

作り続けるこ 

と、自身の表 

現を更新し続 

けること、それらを世に問い続けることは、大変に

難しいことであり、並大抵ではできません。私はま

だこの分野での駆け出しに過ぎず、今後自身の表現

を追求し、より深化させていく必要があります。

10 年後、20 年後のみならず、生涯現役で絵を描き

続け、活躍の場を世界に広げられるよう、今後とも

精進していきます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練習試合 基礎練習 点描 



三の丸倶楽部会報「入魂」第 17号 4 

 

 

 

市村 邦夫  （H27年度硬式野球部父母会会長） 

 

三の丸倶楽部の皆様，この度は第９８回全国高校

野球選手権茨城大会におきまして，多数の応援をい

ただきありがとうございました。結果は二回戦敗退

となり，皆様のご期待に応えられませんでしたが，

選手たちは精一杯頑張ったと思います。 

 ２年前の１年生大会では，初戦水農戦で１５対８

と大敗を喫してしまいました。２年生のジュニア

杯・秋季大会では１点差負けで県大会には出場でき

ませんでした。いずれも大事な場面で打たれたり，

エラーが出たりして課題の残る敗戦でした。 

そういった多くの課題を克服するために，２年

生の冬のトレーニングでは，下半身の強化，基本の

キャ０ッチボールの徹底，冬場明けの岡山遠征の合

宿では技術の確認とチームワークの向上を図ったと

聞いています。日々の練習の結果，３年生になって

からの練習試合では，安定した捕球・スローイング，

打球の速さ，飛距離の伸びなど，着実にチームの成

長が感じられました。 

そして，夏の大会本番。対高萩清松戦では，攻

撃面でも守備面でもそれまでの中で最高の試合とな

りました。打撃では，ツーアウトになってからの得

点場面が数多く見られました。また，古川君のあわ

やノーヒット・ノーランかと期待させる素晴らしい

力投にわくわくさせられました。水戸一野球部がこ

の一年間チームのテーマとして掲げてきた「粒々辛

苦」の如く，これまでの努力が結果となって実を結

んだ一戦でした。 

そして二回戦対霞ヶ浦戦。スコアボードに０が

並ぶ緊張の中で，無失策という守備面が光りました。

結果は，３－０という惜敗となり，今年も強豪私立

の壁を破ることはできませんでしたが，「努力は嘘

をつかない」ということを実感させてくれた素晴ら

しい試合でした。 

チームのスタート時には課題の多かったこのチ

ームが，ここまで成長することができたのは，毎日

一人一人と真剣に向き合い，丁寧にご指導してくだ

さった竹内監督や顧問の先生方，いつも温かい声援

で選手を後押ししてくださった後援会の皆様のお陰

と感謝しております。本当にありがとうございまし

た。 

三年生の選手たちが，この高校野球で培った忍

耐力・精神力を生かして立派な社会人として成長し

てくれることを願っています。そして，今後は一会

員として，水戸一野球部の甲子園出場が実現されま

すよう応援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一回戦　 平成２８年７月９日（土）日立市民球場
天候：曇・雨
試合時間：１時間４２分（１３：２８～１５：１０）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計
高萩清松 ０ 0 ０ ０ ０ 0 ０ 0
水戸一 １ ２ １ ２ ３ 0 Ｘ 9
バッテリー:古川－早船
三塁打：小柴（４回）、古川（５回）
二塁打：金子（３回）
単塁打：内桶２（１回、５回）、皆藤（１回）、小柴（１回）、
             幡谷2（２回、６回）、古川2（２回、４回）、金子（６回）
出場メンバー
１番 センター 山口 （３年）

４回代走 佐藤 （３年）
２番 ピッチャー 古川 （３年）
３番 ライト 内桶 （２年）

６回センター 川田 （２年）
４番 レフト 皆藤 （３年）

２回ファースト
６回キャッチャー 栗原 （２年）

５番 セカンド 小柴 （２年）
７回ファースト

６番 ファースト 鈴木（文） （３年）
２回レフト 金子 （３年）
５回センター
６回ライト
代走 花田 （３年）
７回セカンド

７番 サード 幡谷 （２年）
８番 キャッチャー 早船 （３年）

５回代打 静間 （３年）
６回ファースト
７回ライト

９番 ショート 田中 （２年）

二回戦　 平成２８年７月１３日（水）水戸市民球場
天候：曇・雨
試合時間：２時間３５分（１３：５２～１６：２７）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計
霞ヶ浦 ０ ０ ０ ０ 0 １ ２ ０ ０ ３
水戸一 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
バッテリー:市村（～８回2/3）・古川－早船（～８回）・栗原
単塁打：幡谷（５回）、市村（７回）、内桶（９回）

出場メンバー
１番 ショート 古川 （３年）

８回2/3ピッチャー
２番 ファースト 皆藤 （３年）

８回2/3レフト
３番 ライト 内桶 （２年）
４番 ピッチャー 市村 （３年）

８回2/3ファースト
５番 セカンド 小柴 （２年）
６番 レフト 金子 （３年）

８回2/3ショート 田中 （２年）
７番 サード 幡谷 （２年）
８番 キャッチャー 早船 （３年）

８回代打 佐藤 （３年）
９回キャッチャー 栗原 （２年）

９番 センター 山口 （２年）
６回代走 川田 （２年）
７回センター

Ⅱ 第９８回 全国高等学校野球選手権 茨城大会 観戦記 
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石井 哲也 （S63 年卒 元ＮＨＫアナウンサ

ー 現ＮＨＫ水戸放送局企画

編成部デスク） 

  

初めての投稿になります。というのも昭和６３

年夏の大会以来２９年ぶりの観戦で、世代的には息

子たちの活躍を見届ける父親のような気持ちで球場

に行きました。 

一回戦は日立市民球場。雨模様の中で、同行し

た同期の船橋くんとも試合が行われるかどうか案じ

ながら球場に到着。昭和６３年卒の野球部でない同

期２人も合流し、４人での観戦となりました。やは

り、試合前にかなり強い雨が降り、１時間程度試合

開始が遅れましたが、なんとか試合開始。 

水戸一高は後攻め。先発の古川くんは、とにか

く制球とテンポが良かった。１回表の高萩清松の攻

撃を見て、水戸一高の勝利を確信しました。一方、

高萩清松の投手は、上背はあるものの下半身を使え

ていない手投げのピッチング。一回りすれば攻略で

きると思いました。結果も７回コールド。まんべん

なくヒットも出て、会心のゲームでした。 

二回戦は、優勝候補の霞ケ浦。ひと泡吹かせた

いところ。水戸市民球場は、雨まじりの曇り空。今

大会、炎天下の試合はありませんでした。先発は、

水戸一高はエース市村くん。霞ケ浦は、背番号９の

サウスポー根本くん。序盤は、終始押され気味なが

ら両チーム無得点で５回裏まで進みます。 

今回、試合の明暗を分けたのは、この５回裏と

いっても過言ではないでしょう。 

５回裏先頭市村くんがサードのエラーで出塁。

この試合初めてのランナー。喉から手が出るほど先

制点がほしい場面。次のバッターが送りバントを決

め、１アウト２塁。その後、１アウト2塁１塁とな

り、バッター７番幡谷くん。幡谷くんは、１、２塁

間を抜けるライト前ヒット。そこで、２塁ランナー

の市村くんが３塁ストップ。私はその瞬間、ランナ

ーを止めたことで流れが止まってしまったと感じま

した。結果、次のバッターがゲッツーで３者残塁で

した。 

ここからは、私独自の見解で、異論があるのは

承知で書き進めます。ランナーコーチャーの話です。

あの場面、２塁ランナーがピッチャーの市村くんと

いえども回してほしかった。シード校に挑むわが校

は、是が非でも先制点を足らなくてはいけない状況

です。たとえ、ホームでアウトになっても２アウト

２塁１塁でチャンスは続きます。相手はシード校の

好投手、そうそうチャンスはありません。それだけ

に悔いが残りました。 

提言として、特に３塁コーチャーは、試合を左

右する重要なポジションです。レギュラーと同等の

ポジションだという認識を持って固定してほしい。

でなければ、前の回の最後のバッターが望ましいと

思います。経験上、試合に出ている人と出ていない

人には温度差があります。試合に出てない人は、ど

うしても消極的になりがちです。ですが、理想は、

専門の３塁コーチャーの育成。固定できれば、経験

も積めますし、的確な判断ができる優秀なコーチャ

ーになると考えます。 

私がアナウンサー時代に実況した明徳義塾や高

知商、広陵や広島商などは言わずもがなです。県ベ

スト８以上を狙うなら、今回提言したコーチャーの

話だけでなく、積極的かつ隙のない野球を目指して

ほしいです。 

霞ケ浦は、正直、水戸一高には楽に勝てると思

っていたはずです。それが、５回まで０対０という

まさかの展開。そこで、先制点が取れたら、相手が

浮足立ち大金星を挙げられたかもしれません。結果

は3 対０。実力の差はそれほどなかったと思います。

また、市村くんは、高校最後の集大成として立派な

ピッチングでした。２８年ぶりの母校の試合、感動

を与えていただきました。三の丸倶楽部のみなさま、

今後ともよろしくお願いいたします。
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前会報第１６号発行以降（３月～８月）の活動状況について報告します。 

 

（１）今年度の総会を去る６月５日（日）に知道会

館で開催し、会員の皆様へ事前配布しました

活動報告、会計報告を承認いただきました。 

会員拡充策の一環として、今年度は北海道及

び東北地区の知道会会員の皆様へ本倶楽部の

活動を広報する予定です。また、飯田芳久氏

（平成元年卒）の新幹事就任も承認されました。 

飯田新幹事は総務関係（名簿管理）を担当され

ます。 

（２）野球部支援として、会費から以下５件につい

て支出をしました。 

   ①３月の四国遠征費（一部） 

   ②茨城大会必勝祈願玉串料（一部） 

   ③茨城大会に向けたユニフォーム２着、 

バット５本、バットケース購入

費 

   ④老朽化ベース更新費 

   ⑤８月の東北遠征費支援（一部） 

 

 

 

 

いずれも野球部（部長）からの要請に基づき、

幹事会で審議承認されたものです。  

 

（３）公式戦応援では、春季地区大会で鉾田一高に

２－３で惜しくも敗れました。夏の茨城大会

では一回戦で高萩清松高に９－０で勝利しま

した。２回戦では０－３で第二シードの霞ヶ

浦に０－３で敗れましたが、平日にも拘らず

応援帽子を着用した多くの会員の皆様に応援

いただきました。 

 

（４）昨年から運用を始めたホームページでは、会

員限定で試合情報を「試合予定」及び「試合結

果（詳報）」に載せています。８月２０日（土） 

現在の総アクセス数は約５６０００回です。 

「交流掲示板」も会員交流の場として活用くだ

さい。 

 

（５）本号（第１７号）では少し視点を変え、野球

とは異なる分野で国際的な活動をされている

水府倶楽部会員３氏に寄稿をお願いしまし

た。  

国際協力銀行で数々の国際プロジェクトを担

当されてきた多田氏（昭和６３年卒）、長年の

念願叶って全日空の国際線パイロットとして

活躍を始めた小室氏（平成１７年卒）、新進気

鋭の洋画家として注目され、国内三大美術展

（独立展）の最高賞を獲得して美術の都フィレ

ンツェへ今年派遣された橋本氏（平成２３年

卒）です。また、茨城大会の観戦記も視点を変

え、水府倶楽部会員でＮＨＫで地方大会を実

況中継された経験を持つ石井氏（昭和６３年

卒）、父母会会長として部員の活躍を見守って

こられた市村氏に寄稿いただきました。 

 

新幹事ごあいさつ  飯田芳久 

この度、三の丸倶楽部の幹事を務めることに

なった飯田と申します。 

私は一高の OB（平成元年卒）でありますが、

現役当時は文化部に所属し、野球に関しては

応援専門でした。現在、息子達が3年と1年に

在籍しているものの、こちらも2人そろって弓

道部と、野球とは直接関わっておりません。 

しかしながら、野球自体は息子共々好きで

あり、夏の大会はほぼ毎年観戦しております。

また、グラウンドでプレーする息子の同級生

達を目にし、我が子の活躍のように感じてお

ります。 

微力ではございますが、母校野球部の発展

に貢献できれば幸いと考えております。どう

ぞよろしくお願い致します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

三の丸倶楽部 
 

顧 問：稲葉節生 （S38 年卒 元茨城県教育長）       
会 長：鬼澤邦夫 （S38 年卒 常陽銀行会長 知道会会長) 
事務局長 ：森 利克 （S38 年卒）                               http://sannomaru-club.com 
幹   事：照沼貞夫 （S47 年卒、H20 年卒父母会） 池永充宏 （H23、24 年卒父母会） 

田村照悟 （S52 年卒、H24 年卒父母会） 船橋信正 （S63 年卒、水府倶楽部） 
飯田芳久 （H 元年卒） 

_/_/_/_/_/_/会員を募集しています_/_/_/_//_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 
対象 ：水府倶楽部（野球部 OB 会）及び現野球部父母会の会員以外どなたでも入会できます。 
特典 ：会員帽子（入会時）の配付、会報（年２回）の送付など 
年会費：一口 ３，０００円（何口でも可） 
手続き：氏名、住所、TEL 番号、メールアドレスを下記までご連絡ください。 
連絡先：森利克 TEL/FAX 0294-53-1351  E-mail : ihm2158@ ak.wakwak.com 

Ⅲ 平 成 2 8 年 度 前 半 活 動 報 告        事務局長 森 利克 
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 Ⅳ 連載 第６回  ビッグデータ野球と人間力           廣木 正倫 (S38 年卒) 

 

大リーグのテレビ中継を見ていると、打者によ

って極端な守備シフトが敷かれる場面を見ることが

ある。打者毎の打球方向のデータを分析し、守備シ

フトを決めている。アメリカではこのようなデータ

分析はかなり昔からなされている。１９８３年に初

めてアメリカに行ったとき、訪問先の会社の方が私

の野球好きを知って、「Bill James BASEBALL  

ABSTRACT」（１９８３年版）というタイトルのＡ４

版 240 ページほどの本

をくれた。選手のみなら

ず球場の評価まで、種々

のデータをもとに評価し

ている興味深い本だった

。この本の前書きによれ

ば１９８３年よりもかな

り前から、Bill Jamesの

本は出版されていたよう

だ。 

２０１１年に公開された映画「マネーボール」に

よって、日本でも大リーグがその運営にデータを分

析して成果を得ている球団があることが知られるよ

うになったが、その３０年以上前にデータ分析が行

われていたと考えてよい。近年になってセンサー、

画像分析、ビッグデータといった技術の大きな発展

が、第３次人工知能ブームを呼び起こしているが、

大リーグもこれらの技術を生かしさらなる進化をし

ている。マネーボールで紹介されたＯＰＳ（長打率

＋出塁率）は特別な数値ではなく、ファンにも浸透

し、日常的に使われている。インフィールドに飛ん

だ打球（除く本塁打）の安打になる確率＝ＢＡＢＩ

Ｐを、球場内スクリーンに紹介する球団も多い。打

球の初速や軌道から判定しているのだろうが、本塁

打の飛距離が表示される球場もある。投手の球速の

みならず、ボールの回転数や軌道分析まで。更には

ストライク、ボールの判定も画像分析システムがし

ていて、このデータをもとに、審判の判定を有利に

導いている捕手の評価に繋げている球団もある。 

資金力に乏しい球団がデータ分析によって、他

球団が評価しない年俸の安い選手を集めて成功する

という、「マネーボール」のモデルになったのはオ

ークランド・アスレティックスだが、近年ピッツバ

ーグ・パイレーツが長年の不振を脱し観客動員を向

上させているのは、ＧＭ、監督そして優れたデータ

分析者の成果として知られている。今年の大リーグ

の順位表を見ると、一部の資金力のある球団の低迷

と弱小だった球団の活躍が目に付くが、データ利用

に活路を見出しての結果と考えている。 

 その一方で、選手や監督・コーチの人柄の評価に

もまた大リーグの底力を感ずることがある。松井秀

喜氏について知ることからその一部を紹介したい。 

松井選手は２００３年ニューヨーク・ヤンキースに

入団した。大リーグの打者の手元で動くボールに対

応できるようになるまでゴロの山を築き、オーナー

から「ゴロ・キング」と揶揄されていたころ、松井

選手の守備を称賛する記事があった。左翼手として、

「捕球した球をどこに投げるか、その判断がいかな

る時も的確で素晴らしい」という趣旨の記事だっ

た。 

松井の野球選手としての真摯さとセンスとそれを

支える人柄を思い感激したが、アメリカのジャーナ

リズムにも敬意を覚えた記憶がある。 

 一昨年９月にヤンキースの試合を見る機会があっ

た。開始前に主将デレク・ジーターの引退セレモニ

ーがある試合だった。 

 当日球場の外から既に興奮気味の観客で溢れ、球

場内の盛り上がりは大変なものだった。式の開始と

ともにヤンキースの錚々たるＯＢたちが次々と登場

し、内野に弧を描くように並べられた白い椅子に座

った。前監督のジョー・トーリ、イチローが憧れた

バーニー・ウィリアムス、最近の永久欠番の捕手ホ

ルヘ・ポサダとクローザーのマリアノ・リベラたち

と共に松井秀喜が参列した。松井がヤンキースファ

ンに愛されていることは前述のようなことも含めて

知ってはいた

が、背広姿で

内野の芝生を

歩く松井に感

激した。ヤン

キースとジー

ターが松井の

真摯で献身的

なプレイを評

価し、その人柄に深い敬意を持っていることを実感

した。 
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硬式野球部 名簿                           （敬称略） 

 

二年生 

 

Ⅴ 硬式野球部 名簿                        （敬称略） 

部長 小島 淳  監督 竹内 達郎  顧問 武士 敬一 太田 泰助 
 

 松井は今年ヤンキースのＧＭ特別補佐に就任して

いる。ヨギ・ベラの後任でレジー・ジャクソンがも

う一人の特別補佐である。米国球界において監督、

コーチなどのポジションは選手としての実績よりも

指導力、マネジメント能力、人格に優れていること

が条件になる。名門球団のＧＭ特別補佐という重職

に就くには、実績に上記の条件が必須である。この

点からも松井氏の人格が評価されていることが分か

る。 

 前述のデータをもとに極端なシフトを敷いた先駆

は、タンパベイとピッツバーグが有名だが、実施に

当たっては選手たちが簡単に承服したわけではない。

両チームともに名将との評価が高い監督がいて、選

手たちがその戦術を理解し納得したから、監督と選

手の厚い信頼があったから出来たことである。デー

タを生かす最先端の戦術も、人間力があって初めて

実行され成果が上げられるのである。 

 高校野球においてはこれほどの大量データの活用

などは考えられないが、人間力が大いにものを言う

ことは確かである。運動能力や技量に増して、真摯

なプレイこそが魅力であり神髄である。場面場面で

自分のなすべきことをしっかりと考え、準備し、着

実に成し遂げることが、チームの勝利に必須であろ

う。母校の試合を観戦するたびに、選手たちの真摯

な振る舞いが美しく見え、勝敗を超えて選手の姿・

動きを見るだけでいつも幸せを感じる。 

練習に励み力を蓄える中で、人間力を増し、全

国大会出場の夢へ向けて成長していくことを心から

祈っている。 

 （入魂第 18 号に続く）

 

 

 

 

 

 

 

 

「３」これは私達にとって，とても意味を持った

数字です。昨年の夏，明秀日立高校戦での０－３。

今年の夏，霞ヶ浦高校戦での０－３。そして，水戸

一高が甲子園に行った回数，３回。私達には，この

「３」という数字を変える，または越えなければい

けない使命があると思っています。 

 そこで，私達が目指しているものは，強豪私学校

との壁を壊し，打ち勝てるチームです。新チームが

始まった早々の東北遠征では，名だたる強豪私学校

と練習試合をしましたが，私達と強豪校との一番大

きな差は，「何としてでも甲子園に行く」という覚

悟でした。 

 そこで，今年のチームテーマを「日々革命」とし

ました。覚悟や取り組み方，練習方法など全てを一

から見直し，私達の手で変えていき，勝つためのチ

ームづくりをしていきます。 

 今年のチームは，中学校時代での選抜経験者や，

シニア経験者がいません。いわゆる，「タレント」

がいないチームです。しかし，誰もがリーダーシッ

プを持ち，「元気」と「ガッツ」があり，明るく人

間力が売りのチームです。個人の力だけでは勝てま

せんが，組織力で勝利を目指します。 

 「勝つ」ということは，簡単な事ではありません。

そのためには，凄絶な努力を重ね，犠牲を厭わない

覚悟が必要です。今しかできない高校野球に全てを

捧げ，チーム目標である「四度目の甲子園出場」を

果たします。応援よろしくお願いいたします。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
    
 
 
 
 

チーム紹介 「日々革命」                    主将 馬場 達哉 

加藤 優作 

城里常北中 

外野手・内野手 

大賀 悠生 

泉丘中 

外野手 

内野 汰一 

城里常北中 

内野手 

内桶 達史 

友部中 

捕手・外野手 

馬場 達哉 

水戸二中 

主将・内野手 
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一年生 

 

 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

島 凌外 

東海南中 

内野手 

小柴 鴻士郎 

茨大附属中 

内野手 

廣江 敏也 

大島中 

外野手 

松尾 俊吾 

茨城大附属中 

外野手 

金澤 正太 

生瀬中 

投手 

米川 亮輔 

旭中 

外野手 

渡辺 勘太郎 

石川中 

内野手 

菅沢 和花 

那珂湊中 

マネージャー 

鈴木 健拓 

那珂一中 

内野手 

岡田 隆佑 

勝田一中 

捕手・内野手 

関山 風野 

水戸一中 

外野手 

武士 新一郎 

東海南中 

外野手 

照井 貫太 

水戸二中 

捕手 

香西 健匠 

茨大附属中 

投手 

栗原 幸太郎 

水戸四中 

捕手・内野手 

川田 尚輝 

水戸三中 

外野手・内野手 

田中 希 

水戸一中 

内野手 

常井 直樹 

友部二中 

投手・内野手 

飛田 怜央奈 

太田中 

投手・内野手 

中村 祐斗 

瑞竜中 

マネージャー 

萩谷 大智 

笠原中 

外野手 

幡谷 寛朗 

茨大附属中 

副将・投手・内野手 

折橋 桃子 

佐野中 

マネージャー 

深田 皓太 

大島中 

内野手 
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編集後記 
この夏の甲子園で、東邦高校が対八戸学院光星

高校戦で 9 回裏に４点差をひっくり返して勝利し
ました。これは５ｘの奇跡として注目を浴びまし
たし、「あきらめない高校野球」の手本として、永
く語り継がれるでしょう。一方で敗れた光星ナイ
ンはといえば、点差に油断した訳でもないでしょ
うに５ｘを喰らった高校として記憶されてしまい
ました。いわゆる負の伝説です。これを払拭する
には、また甲子園に出て来て、しかも勝つしかな
さそうです。なんとか実現して欲しいものだと思
います。 

さて、リオのオリンピックも終わりました。男
子400Mリレーに熱くなった方も多いのではないで
しょうか。日本チームに 100Ｍのファイナリスト
は 1 人もいませんでした。たとえ個々の力は及ば
なくとも、チーム力や連携プレーで見事銀メダル
を獲得しました。このあたりに、一高野球部勝利
へのヒントがあるような気がします。 

３年生の皆さん、お疲れさまでした。（照沼） 

                            

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            
                            
                            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅵ 試 合 結 果 ・ 予 定 

月 日 大会 球場 結果
1月 2日 豚汁会 水戸一 ○９－４水府倶楽部
4月 16日 春季地区一回戦 水戸市民 ●２－３鉾田一
6月 3日 市内 水城高 ○８－７茨城

5日 　〃 　〃 ●２－５水城
7月 9日 茨城大会一回戦 日立市民 ○９－０高萩清松(7回)

13日 茨城大会二回戦 水戸市民 ●０－３霞ヶ浦

以下新チーム
8月 18日 ジュニア一回戦 鹿島高 ○２０－０常北

19日 ジュニア二回戦 　〃 ○６　－０鹿島
24日 ジュニア準々決勝 葵陵高 ●１－２波崎柳川

        （延長10回）

平成28年度前半公式戦・準公式戦結果

月 日 場所 結果
7月 31日 鉾田二 ●５－７鉾田二
8月 3日 水戸一 ○８－６土浦二 ８回表豪雨中止

5日 水戸一 ●６－７綾瀬 神奈川県立
○８－７　〃

6日 仙台育英 ●０－１８仙台育英 東北遠征 １日目

●０－１５ 〃
8月 7日 花巻東 ●１－９花巻東 東北遠征 ２日目

●４－５　 〃
10日 岩木山運動公園 ○１０－８弘前 東北遠征 ５日目

△　６－６柏木農
12日 水海道球場 ○　３－１水海道二

△　２－２　〃
13日 慶応 ●　３－２２慶応

●　０－１５ 〃
16日 しらさわｸﾞﾘｰﾝｽﾀｼﾞｱﾑ ○　５－　３安積 福島県立

△　８－　８ 〃

新チーム 平成28年度前半練習試合結果

月 日(曜)
9月 4日(日) 練習試合　対勝田工（Ｖ）

5日(月) 秋季大会水戸地区予選組合せ抽選会
8日(木) 秋季大会水戸地区予選（～9/13）

16日(金) 秋季県大会組合せ抽選会
22日(木) 秋季県大会（～10/2）

10月 2日(日) 練習試合　対柏中央（Ｖ）
13日(木) 木内杯
16日(日) 練習試合　対千葉敬愛学園（Ｖ）
22日(土) 秋季関東大会（～10/30）

水戸地区一年生大会
11月 3日(祝) 練習試合　対那珂高（Ｖ）

菊池杯（土浦一高関係者交流戦）
12日(土) 水商定期戦
13日(日) 練習試合　対中央高（Ｖ）

1月 2日(月) 水府倶楽部定期戦／豚汁会（Ｈ）
3月 11日(土) 練習試合解禁日

※試合予定は三の丸倶楽部ホームページでご確認ください。

平成28年度後半試合予定（平成28年8月19日現在）

大会・対戦校・会場等（Ｖ：相手高Ｇ、Ｈ：水戸一Ｇ）

月 日 場所 結果
3月 12日 波崎柳川 ○１０－６清真

●４－５波崎柳川
19日 今治西 ●３－８今治西 愛媛県立
20日 玉野光南 △４－４北嵯峨 京都府立

●１－７玉野光南 岡山県立
21日 川之江 ●２－４川之江 愛媛県立
23日 常総学院 ●１－２取手二

●１－９常総学院 ７回終了
●２－３　〃

26日 水戸一 ○３－２安積 福島県立
●４－７　〃

28日 水戸一 ●３－１８新津 新潟県立
○３－０横手 秋田県立

30日 水海道一 ●２－６水海道一
●２－３　〃
○５－４　〃

31日 水戸一 ●１－５弘前 青森県立
○５－４帝京長岡

4月 2日 水戸一 ○６－４群馬中央中等
●２－１２　〃

5日 取手松陽 ●１－７取手松陽
●２－６　〃

9日 石岡一 ●０－５石岡一
●０－１５　〃 ５回終了

4月 10日 牛久 ○１２－４牛久
○　４－１　〃

牛久栄進 ○　４－１牛久栄進
●　４－５　〃

23日 勝田 ●　６－９勝田
5月 1日 勝田工 ○１０－６茨城高専

○１２－１勝田工
5日 宇都宮 △１０－１０宇都宮

△　７－　７　〃
7日 中央 ○　２－　１中央

●　６－　７　〃
8日 土浦一 ●　２-　 ５土浦一

●１１－１３小山 栃木県立
15日 緑岡 △　１－　１緑岡

●　１－　８　〃
22日 取手二 ○　２－　０取手二

○１２－　２　〃
29日 土浦一 ○１３－　９成徳 東京

○　９－　７土浦一
6月 12日 水戸一 ○　４－　１佐原 千葉県立

○　８－　４　〃
高萩清松 ○１１－　２竜ヶ崎南

●　４－　８高萩清松
18日 那珂湊 △　６－　６日立商

○１４－　５那珂湊
27日 桐生市民 ○　３－　２桐生 群馬県立

●　２－　３　〃
7月 2日 桐生工 ●　０－　３桐生工 Ａチーム

●　２－　４　〃
水戸一 ●　６－　７日立一 Ｂチーム

●　６－　８　〃
3日 水海道一 ●　５－　９水海道一

●　２－　５　〃

平成28年度前半練習試合結果


